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キ ュ
ー バで 考えた こと

　キュ
ーバ へ 向か う機内で こ の 原稿を書 い て い る．キ ュ

ーバ へ の 出張は 今年で 2回 目， 通算 で は

10回を超 える。何故キ ュ
ーバ なの か ？キ ュ

ーバ に は様々なタイプ の K −T境界層が 存在す るか らで

ある．なか には400m に も達す る厚さの もの が ある ．（12月18 日現在もキ ュ
ーバ で調査 中だが，その

最新情報で は500m にちか い ．）ア メリカの 庭の ような位置関係にありなが ら，
　K −T境界 層研 究の ニ

ュ
ーフ ロ ン テ ィア が現在 に至 るまで ，殆 ど手付かずで 残されて い たの は幸運 としかい い ようが な

い ．アメリカの経済封鎖 さまさまで ある．しか し今年はその事態もそろそろ 終焉する の で はない か

とい う予兆を感じさせ る．キュ
ーバ の 社会が 変化の 胎動を始 めたからで ある．

　ベ ルリン の壁 の崩壊を例 に出す まで もなく，変化の 胎動が始まると変化は堰を切 っ た ように ドラ

ス テ ィッ クに進 み始め る こ とが多い ．アメリカとの 国交が 回復すれ ばどっ とアメリカの 科学者 が 入 っ

て くる．その 前に少 なくともおい しい 部分の 調査 だけは終えようと， 足 繁 くキ ュ
ーバ に通 っ て い るの

で ある。

　科学者が 国家の 衰亡 と深 く関わ っ て い ることは言うまでもない ．旧 ソ 連時代 の 科学者は ，少なく

とも国家の 崩壊 が囁 かれるように なるまで は ， それ で もまだ ， アメリカに対抗す るだけの 豊か さに恵

まれて い た．しか し国の 崩壊と同時に科学 もまた崩壊 した．キュ
ーバ の 場 合，国は崩壊 して い な

い が 貧しい が故 に ，科学 もまた貧困に喘 い で い る．例えば地質学者 は
， 交通費（ガ ソ リン 代｝と宿泊

費が ない が故 に ，自国 で あ っ て もフ ィ
ー

ル ドに出か けられな い ．分析機器 はい つ の 時代の 物 か さ

えわからない ．もちろん科学技術 として国に富をもたらす可能性の ある分野は例外で ある．か つ て

は地 質学 もそうで あっ たの だ．今で はバ イオテ クノ ロ ジーがそうで ある．ちなみ に科学者の 月給は

アメリカドル に換算して 月 15ドル 程度で ある．停電 と断水が当り前で，生活用品は食料も含めて 配

給 とい う国で，K −T境界層とい う宝 の 山の 存 在意 義を強調す るの は 難しい ．

　 社会の 豊か さに直結しない 学問 は結局 ， 資本主義国家であれ ，国が 貧すれ ば切 り捨て られて ゆ

く．我が国で 天文学や惑星科学の新 しい プ ロ ジ ェ クトが毎年の ように更新 されて い くの は ， 我が 国

が まだ十分に豊 かで あるこ とを示 して い る．しか しそれ にか げ りが 見えるこ とは ， 国立大学の 独立

行政法人化の 動きを見てみ れば読み 取れ る．惑星科学の 未来は それ程 明るくない かもしれない の

だ．惑星科学会 の構成 員はそ の ことの 危機感を共有して い るの だろうか ？
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